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SCAS NEWS 2015-Ⅰ号（通巻第41号）を
お届けします。今回号のキーワードは，「可視化
と分析」です。
冒頭言に，東京大学名誉教授　尾嶋正治先生より，
「理想系から現実系へ，可視化さらにオペランド
放射光解析へ」と題して，放射光の進化に伴い
動作環境下でのオペランド解析の実現が進む様
子と今後の展望をご紹介頂きました。また九州工
業大学助教　渡邉晃彦先生，同教授　大村一郎
先生より，「パワー半導体の高信頼化を促進す

　2014 年 9 月 23 日に 台 湾 の 経 済 部
（日本の経産省に相当），電池協会，工
業技術研究院（以下　ITRI：Industrial 
Technology Research Institute）の
ご支援を頂き，LIB 分析 / 評価技術に
関するプライベートセミナーを現地企
業向けに開催しました。台湾電池協会

（Taiwan Battery Association：以下 
TBA）は台湾政府指導のもと 1996 年に
設立され，台湾企業を中心に 40 社以上
が参画している大きな組織で，参画企業
の中には日本企業をはじめとする海外か
らの企業が含まれることも協会の特徴の
ひとつです。

　今回のセミナーは国内 / 韓国で非常に
高い評価を頂いている LIB のin situ 計測
技術の台湾初公開を行いました。本セミ
ナーを開催するにあたり TBA と事前打合
せを実施しましたが，LIB の内部で充放電
がどのように進んでいるのか視覚的に理
解できるin situ 測定動画に大きな衝撃を
受けられたようです。このことから本セミ
ナーの案内は TBA から台湾 LIB 関係企業
へ広く発信頂けました。当社の発表内容
の概略は，現在も TBA のホームページで

（会員限定ながら）自由に確認する事が出
来るそうです。
　TBA との協力体制が良好に構築できた
背景には，以前から当社が培ってきた ITRI
との良好な関係があったことも大きかった
と実感しております。

　セミナ―当日は我々の予想を上回る
80 名あまりのご参加を頂き，急遽会場を
大きなものに変更するなど大盛況となり，
予備の資料を全て使い切ることとなりまし
た。今回は当社大阪ラボの技術者による
講演に加え，in situ 計測を可能とした計測
機器を開発したレーザーテック株式会社の
技術者による講演もあって，より深くご理
解頂けることができたと思っております。
また台湾での打ち合わせ等では日常茶飯事
ですが，質疑応答の時間で，中国語，英語，
日本語などが飛び交い，当社の台湾駐在員
の通訳が間に合わない場面がでてきます。
このような場面ではご参加頂いた中で日本
語が堪能なお客様に助けて頂くなど，親日
的な台湾ならではの光景もありました。

　台湾の LIB 技術に関しては既に新聞等
で発表されております通り，製造販売ラ
イセンスを日本企業が独占契約した熱暴
走を抑制する添加剤 STOBA® ※を ITRI

が開発するなど，最先端技術を有してお
ります。意外と知られてはおりませんが，
電気自動車で有名な米国テスラ社の電気
部品の多くは台湾企業が供給しており，
周辺部品を含めた技術力には高いものが
あります。また，直近では水素燃料電池
スクーターの実用化に向けた研究発表が
あり，将来に向けた開発も進められてい
ます。台湾名物の道路を埋め尽くすスクー
ターが電動化し，排気ガスや騒音の無い
台湾となるのも，そう遠い未来ではない
かもしれません。

　今後とも日系台湾現地法人や台湾企業
へ分析サービスを提供することで，微力な
がら両国の発展に貢献できることを願って
おります。

台湾での LIB（Lithium Ion Battery：リチウムイオン電池）セミナー実施

※STOBA®（ITRIが開発したナノサイズの樹木状
　構造を持つ機能性ポリマーであり，LIB異常発生
　の高温時になると被膜を形成し，リチウムイオン
　の移動を抑制することで電池を安全に停止させる）

るリアルタイム・モニタリング技術」と題して，
パワー半導体の故障に至るメカニズムを可視化
する技術を詳しく解説頂きました。さらに，当社
が総力を挙げて取り組む可視化技術の最前線に
ついてリチウムイオン電池等の成果で詳述したほ
か，トピックス，法律ウオッチャー等を紹介させ
て頂きました。
今後もお客様のご期待に応えられるよう当社の
最新分析技術情報を提供してまいりますので，
ご愛読の程をよろしくお願いします。


